
 

 

 

投票・投票所における配慮 
 

■選挙公報 

○広報誌「白バラさかい」の宅配 

   選挙人（約 68万人）へ郵送 

 

 

 

○点字版・テープによる選挙公報 

  視覚に障害のある方を対象に、選挙公報（候補者の政見等が記載されたもの）の

点字版、又は選挙公報の朗読テープを希望者へ送付 

点字版の選挙公報は、約 100部送付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○選挙ポスター、市ホームページによる選挙情報の周知 

   ＊インターネットによる選挙運動は、平成 25年 5月の公職選挙法改正により可能 

全文点訳の選挙公報・朗読テープについて 

 全文点訳の選挙公報は、公職選挙法や地方自治法に発行の規定がないなどから国におい

て公認されていない。 

 全国的に、点字版の選挙のお知らせは、民間の点字出版施設が自ら出版している機関紙

等の号外として発行し、それを選挙管理委員会が買い上げている。 

 また、朗読テープについても、公報制作を地域のボランティアに委託している例もある。 

 堺市においても、堺市視覚障害者福祉協会の『堺視協だより』号外に選挙のお知らせを

掲載し、朗読テープについても、堺市視覚障害者福祉協会に作成を委託し、希望者に郵送

している。 

 平成 22年度に開催された総務省主催の「障がい者に係る投票環境向上に関する検討会」

において、点字及び音声による選挙情報の提供について、検討がされているところ。 

 

「白バラ」の由来 （明るい選挙のシンボル） 
「いつまでも変わらない」「私はあなたにいちばんふさわしい」という花言葉を持った白バラ。 

白バラがいつ頃からシンボルとして使用されたか明らかではありませんが、記録によりますと、明治

時代に普通選挙の実現のために運動していた人達が胸に白バラを付けて 

奮闘していたそうです。 

 その後、昭和 30年に開催された普通選挙 30周年、婦人参政 10周年 

記念式典のシンボルに使用されて以来、各地で候補者に白パラを贈ったり、 

明るい選挙の象徴として用いられるようになりました。白バラのもつ清楚 

な感じが、明るい選挙の目標のひとつである“清潔さ”を象徴するもの 

として、現在では広く一般的に使われています。 
 



（期日前投票宣誓書） 

■期日前投票・不在者投票 

仕事やレジャーなどで投票日に投票ができない方は、期日前投票・不在者投票が可能 

日時は、公示・告示の翌日から投票日の前日までの、午前 8時 30分から午後 8時 

土曜日・日曜日・祝日も可能 

期日前投票・不在者投票を行うには、投票日に投票できない一定の事由があること

について「宣誓書・請求書」の記載・提出が必要。（公職選挙法施行令第 49条の 8） 

                   

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（不在者投票宣誓書・請求書） 



○期日前並びに不在者投票の方法  

１．期日前投票所（名簿に登録されている区役所）での期日前投票 
期日前投票は、所定の期日前投票所（各区役所）で実施 

 

2．他の市区町村での不在者投票 

出張などで投票日まで他の市区町村に滞在する場合は、堺市の区選挙管理委員

会へ投票用紙等を請求し、滞在先の選挙管理委員会で投票可能 

 

3．指定病院等での不在者投票 

不在者投票ができる施設として指定を受けた病院・老人ホームなどに入院（所）中

の人は、その施設で不在者投票が可能 

 

市内の指定病院等の状況 （おおよそ 40床以上 大阪府が指定）    単位：ヶ所 

病院 老人ホーム 身体障害者支援施設 

61 70 2 

      ＊病院には、市内精神科病院（浅香山・三国丘・阪南・金岡中央・美原病院）含む。 

      ＊身体障害者支援施設とは、じょぶライフだいせん・堺福泉療護園 

 

4．郵便等による不在者投票 

身体障害者手帳・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者証をお持ちで、次の要件に

該当する人は、自宅などで郵便等による不在者投票をすることが可能 

種別 障害の内容 等級等 

身体障害者手帳 

両下肢・体幹・移動機能障害 1 級もしくは 2級 

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸 1 級もしくは 3級 

免疫・肝臓 1 級から 3級 

戦傷病者手帳 
両下肢・体幹の障害 特別項症から第 2 項症 

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・肝臓 特別項症から第 3 項症 

介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護 5 

＊「郵便等による不在者投票」で投票をおこなうには、郵便等投票証明書が必要 

＊選挙ごとに異なるが、郵便による投票は、おおよそ 700～800 人 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郵便等投票証明書の交付申請について 

 

○該当要件の手帳等（身体障害者手帳 
・戦傷病者手帳・介護保険の被保険者証） 

を持って、区選挙管理委員会へ申請が必要 

 

○代理の方でも交付申請は可能だが、本人 

（選挙人）の署名が必要となる場合がある。 

 

  ○郵便等投票証明書は選挙のたびに必要 

 



○郵便等による不在者投票における代理記載制度 

「郵便等による不在者投票をすることができる選挙人」のうちで、さらに次の要件

にも該当する方は、あらかじめ区選挙管理委員会に届出をした代理記載人 1人（選挙

権を有する人）に、指示する候補者名等を代理記載、投票をすることができる。 

    郵便等による不在者投票をすることができる要件 

種別 障害の内容 等級等 

身体障害者手帳 上肢 または 視覚 1 級 

戦傷病者手帳 上肢 または 視覚 特別項症から第 2項症 

 

 

 

○代理記載の方法による投票をおこな

うには、選挙管理委員会に事前の申請・

届出等の手続きが必要 

 

○不在者投票宣誓書（兼請求書）のフ  

ァックス・電子メール及び電話等による

請求は、公職選挙法施行令において、「直

接」または「郵便等」（「等」とは一般信

書便事業等による信書便）のみため、不

可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○在外選挙制度 

外国にお住まいの方に国政選挙に参加するための制度。対象となる選挙は、衆議院議員

及び参議院議員の選挙。あらかじめ在外選挙人名簿登録が必要 

 

 

  在外選挙人登録申請 
【登録資格】 

日本国籍をもつ年齢満 20歳以上の方で、同一の領事館（日本国大使又は領事館）が

管轄する区域内に引き続き 3ヶ月以上お住まいの方。※申請時に 3 カ月以上住所を有して

いる必要なし 

 

【申請の方法】 

     申請者本人または申請者の同居家族等が、直接お住まいの住所を管轄する大使

館や総領事館の窓口に申請 

 

【投票の方法】 

1．在外公館投票 

       在外公館投票は、直接日本大使館・総領事館に出向いて、「在外選挙人証」

と「旅券」等の身分証明書を提示して投票する方法 

 

2．郵便等投票 

郵便等投票は、登録先の選挙管理委員会に対して、投票用紙等の交付請求を行い、

入手後に同用紙に記載の上、再び登録先の選挙管理委員会へ郵送する方法 

 

3．日本国内における投票 

一時帰国等により、国内で投票される場合は、在外選挙人証を提示して国内の投票方法      

〈1〉投票所における投票、〈2〉期日前投票、〈3〉不在者投票）を利用して投票可 

 

 

 

 

 

 

 



 

■投票所における配慮（投票日当日） 

○ルビ付表示物 

  投票所入口の注意書き「投票所に来られた方へ」 

 

○点字版 

  候補者名簿・・・各投票所に設置 

  点字器・・・・・各投票所に設置 

 

○車いす 

各投票所に設置 

 

○スロープ 

 スロープ有り スロープ無し バリアフリー 不明 

投票所 

134ヶ所 

93 

（69.40％） 

25 

（18.66％） 

12 

（8.96％） 

4 

（2.99％） 

 

○拡大鏡（ルーペ） 

 各投票所に設置（参議院議員選挙の候補者が多いとき） 

 

○文鎮 

 投票用紙に記載する際に、滑り止め防止を必要とする希望の投票所に配布（10数個） 

 

○同伴者等の入場 

 選挙人の小さな子どもや、選挙人を常時介護している補助者・介護者は同伴して投票

所に入場可能。 

 補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）も投票所に入場可能 

 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12neg10o4/EXP=1387429318;_ylt=A7dPeCRFLLFSTWoABwWU3uV7/*-http:/ecx.images-amazon.com/images/I/215c7Rar8oL._SL500_AA300_.jpg


 

○点字投票 

 点字投票である旨の表示した投票用紙を使用し、投票所に用意している点字器を用い

て投票可能 

 なお、期日前投票や不在者投票（郵便等による不在者投票を除く。）も可能 

 【実績】 

平成 25年 7月参議院選挙 54票 、9月市長選挙 55票 

 

○代理投票 

 身体の故障その他の事由により自ら投票用紙の氏名等を記載できない方は、申し出に

より、投票所の係員が選挙人の投票を補助や代筆する代理投票が可能 

なお、期日前投票や不在者投票（郵便等による不在者投票を除く。）も可能 

 

○手話通訳 

投票日当日に手話通訳による説明を希望する場合、事前に堺市選挙管理委員会を申し

出あった方へ、該当する投票所へ手話通訳者を派遣する。 

 

○意思表示が困難な方の投票方法 

 意思表示が困難であることをもって、家族の方などが本人に代わって投票することは

不可。あくまでも本人の意思により、本人が行う。 

 

○転倒等の事故が発生した場合の対応 

 雨等により、投票所やその周辺で転倒等の事故があった場合、投票所における対応と

して、119番通報による救急車の要請や、家族等への連絡等を行い、区選挙管理員会に

おいて、搬送先の医療機関やけが人の自宅訪問などを行うなど、緊急時の役割を明確に

し、混乱を避けながら再発防止策を講じる。 

 

 

 

 

 

 



投票所等で転倒等の事故が発生した場合の対応について 

 

 

 

  

 

 

 

 

【１１９番】通報し、救急車を要請する。 

軽傷の場合 けがの程度について、判断が

つかない場合 

けがの程度がひどい場合 

・けが人の氏名・住所・電話番号を確認する。 

・同行者の有無を確認する。 

 

医療機関での受診を勧める。 

搬送先された医療機関等について、家族へ連絡する。 

救急車により医療機関へ搬送 

・同行者に同乗を依頼する。（職員は原則、同乗しない。） 

・救急隊に搬送先を確認する。（未確定の場合は、投票所

に配布されている携帯電話の番号を伝え、搬送先の医

療機関について報告を依頼する。） 

家族へ事故の状況やけがの状態等を連絡する。 

速やかに、堺区選挙管理委員会事務室【072-228-7263】へ状況を報告する。 

区選管は、速やかに市選管事務局【内 6611／072-228-7875】へ状況を報告する。 

（状況の変化の都度、報告する。） 

事故の再発防止の対策を講じる。 

 

区選管は、速やかに事故の顛末書を作成し市選管事務局に送付する。（別途「事故発生報告書」を作成する。） 

けが人の発生・発見 

 

負傷の程度の確認・応急処置・投票管理者への報告 

区選管は、けが人の自宅へ電話連絡を行うとともに、搬送先の医療

機関又はけが人の自宅へ訪問する。 
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